
 

第 23回学長選考会議議事録 

 

Ⅰ 日 時 平成 26 年 9月 26 日（金） 13 時 00 分～16 時 30 分 

 

Ⅱ 会 場 学士会館 3階「320 号室」 

 

Ⅲ 出席者 乾正人、河田悌一、岸輝雄、小林誠、佐藤禎一、竹中登一、三屋裕子、吉田和正、金

保安則、金谷和至、白岩善博、高木英明、玉川信一、辻中豊、坪井美樹、中川昭、松

本紳、吉川裕之、阿江通良、清水一彦、東照雄、三明康郎 

 

Ⅳ 議 題 

 ⑴ 前回議事録の確認について 

⑵ 学長候補者に係る意向調査投票の開票結果について 

⑶ 学長予定者の決定について 

⑷ その他 

 

Ⅴ 配付資料 

⑴ 第 22 回学長選考会議議事録（案） -------------------------------------- 〔資料 1〕 

⑵ 学長候補者に係る意向調査投票の開票結果についての公示文 --------------- 〔資料 2〕 

⑶ 学長候補者の推薦書、略歴書、業績調書、推薦者名簿、同意書及び 

所信表明書 ------------------------------------------------------ 〔席上配付資料〕 

⑷ 学長選考日程概要及び平成 26年 7月 1日付け学長選考会議公示文 -------- 〔参考資料〕 

⑸ 学長予定者決定のための学長選考会議の進め方について（確認事項） - 〔席上配付資料〕 

⑹ 学長予定者決定公示（案） --------------------------------------- 〔席上配付資料〕 

 

Ⅵ 議 事 

  冒頭に、議長（河田悌一氏）から、席上配付資料に基づき、学長予定者決定のための学長選

考会議の進め方及び学長候補者との面談方法について説明があり、了承された。 

 

 １ 前回議事録の確認について 

   第 22 回学長選考会議議事録（案）は、原案どおり確認された。 

 

 ２ 学長候補者に係る意向調査投票の開票結果について 

   議長から、資料 2に基づき、9月 24日（水）に実施された学長候補者に係る意向調査投票

の開票結果について報告があった。 

 

 ３ 学長予定者の決定について 

   議長から、学長候補者との面談の進め方について改めて確認が行われた後、推薦受付順に

2名の候補者（永田恭介氏、赤平昌文氏）によるプレゼンテーション及びそれに対する委員か



らの質疑と応答が行われた。 

   その際、赤平昌文候補者から、永田恭介候補者の研究業績の一部に関連した問題点が表明

された。そのため、新たに「本学生命環境系教授及び元講師論文に関する調査結果について」

を各委員に配布し、事実確認を行った。三明研究担当副学長及び調査委員会委員長の阿江副

学長から、当該調査報告書で報告されている 3 名以外の共著者については、研究不正行為は

なかったこと及び再現実験の結果、データの再現性も確認されており、論文自体は有効であ

る旨の説明を受けた。これを受けて、本会議として指摘されるような問題がないことを確認

した。    

   その上で、意向調査（投票）の結果及び面談の結果を踏まえ、学長予定者の選考が行われ、

記名投票の結果、出席委員 22名全員の賛意をもって、学長選考会議として永田恭介候補者を

学長予定者に決定した。 

   この結果を受けて、議長から、赤平昌文候補者に対して選考過程及びその結果を報告し、

永田恭介候補者に対して学長予定者に決定した旨の伝達が行われ、受諾することが確認され、

その結果が本会議に報告された。 

   引き続き、議長から、学長予定者決定の公示文を作成する必要があるため、決定理由につ

いて審議願いたい旨の説明があり、審議の結果、別紙のとおり承認された。 

   次いで、議長から、当該公示文を学内掲示及び教職員専用サイトに公示するとともに、本

会議終了後、大学本部棟において、議長による記者発表及び学長予定者による記者会見を行

う旨の説明があった。 

   最後に、議長から、各委員の協力に対して謝意が表された。 

 

以 上  

  



（別紙） 

別記様式第１５号（第１７条関係） 

 

公 示 

 

国立大学法人筑波大学学長選考要項第７条の規定に基づき、学長予定者を下記のとおり決

定したので公示する。 

 

平成２６年９月２６日   

 

               国立大学法人筑波大学学長選考会議 

 

記 

 

１ 学長予定者 

 

氏 名  永田 恭介 

現 職  国立大学法人筑波大学長 

 

 

２ 決定理由 

 

  学長選考会議は、意向調査（投票）の結果及び学長候補者に対する面談の結果を踏まえ、

学長予定者の選考を行い、以下の結論を得た。 

 永田恭介氏は、人格が高潔で、学識が優れ、かつ、筑波大学における教育研究活動を適

切かつ効果的に運営することができる能力を有するとともに、情熱と実行力を有し、筑波

大学の卓越性をより一層高めることのできるリーダーとして、適格と認められた。 

 

（選考過程の概要） 

  ７月 １日      選考日程公示 

  ８月２６日      第２２回学長選考会議において学長候補者決定 

  ９月２４日      意向調査投票実施 

９月２６日      第２３回学長選考会議において意向調査の結果及び学長候補者 

に対する面談の結果を踏まえ、学長予定者決定・公示 

 


